
令和 2年度 木野かわらけ親子教室の一年 

目 的 

木野地域の伝統工芸（かわらけづくり）が主目的分野であるが、木野かわらけの歴史を学

び伝統文化を守り続ける親子の育成。木野愛宕神社の祭礼に教室で作成したかわらけを奉

納し、みんなで各自の作品の成果を分かち合う。 

由来、歴史(何時頃から行われているのか)  

地域の先祖は、嵯峨野野宮神社・愛宕神社の神官であり、祭祀の供え物の器（かわらけ）

を制作し、供物を載せて祭祀を行った。歴史的には嵯峨天皇の時代から始められ、岩倉の地

に移住してからも制作され、昭和 30年ころまで神官以外の生業としてかわらけは製造され

ていた。 

実施した事業の概要 

木野地域に伝わる伝統工芸の「木野かわらけづくり」の伝統を守り、学びや体

験を通じて地域に誇りを持てる子どもの育成を目指した。保護者や地域の人々

と一緒に学んだ。この伝統文化を伝える人々がいなくなってからの事業なので、

保護者と保存会会員が子どもの指導前に専門家や学者の書いた論文を頼りに試

行錯誤しながらの事前準備をして、子どもたちに体験学習をさせた。新型コロナ

の影響で子どもたち相互の学びは少なかったが、木野かわらけづくりの楽しさ

や難しさを学べた。子どもたちの感想には、「粘土を手で触ると気持ちがいい。」

「どうして薄くできないのかなあ。」「焼き上がりがたのしみ。」などの感想があ

った。また、焼成後の発表会では、「今度はもっと薄くつくります。」など子ども

たちの体験からの感想が多くみられた。 

 

親子教室の実施の様子 

ｒ２、７，５ 

木野地域と木野かわらけの歴史を学ぶ。子どもたちは、新型コロナの影響で保護

者の研修で、保護者から研修資料を基に教えてもらう。子どもたちには研修資料

を全員配布し、保護者から家庭で学ぶことにした。欠席した保護者には資料配布

時に、資料説明をした。 



         

ｒ２、７、１９ 

木野かわらけの製作工程の研修をした。新型コロナの影響で保護者や会員の研

修で、保護者から研修資料を基に子どもたちは教えてもらう。子どもたちには研

修資料を全員配布し、保護者から家庭で学ぶことにした。欠席した保護者には資

料配布時に、保存会会員が資料説明をした。 

ｒ２，８、１ 

木野かわらけの歴史と寄付された道具を公民館に展示されている資料を見て研

修をし、その後、愛宕神社境内で木野かわらけの製作体験をした。木野かわらけ

の製作体験は、肘で作る方法と型にはめて作る方法があり、両方の製作を体験し

た。新型コロナの影響で小グループに分かれて親子で体験した。 

ｒ２，８，２ 

かわらけの製作体験をした。新型コロナの影響で参加できない子どもたちには

保護者に粘土を渡して保護者の指導で各家庭において制作し、乾燥するように

した。保護者の参加していない家庭へは、粘土を保存会会員が配り、製作方法と

乾燥の仕方まで指導した。 

    

ｒ２，９，１３ 

木野かわらけの歴史と寄付された道具を公民館に展示されている資料を見て

研修をし、その後、愛宕神社境内で木野かわらけの製作体験をした。木野かわら

けの製作体験は、肘で作る方法と型にはめて作る方法があり、両方の製作を体験

した。新型コロナの影響で小グループに分かれて親子で体験した。前回作ったか

わらけの乾燥状態を確認した。また、会場で作れなかった子どもの作品を持ちよ

り乾燥状態を確認した。さらに、今回もかわらけ作りをして、乾燥させた。次回

にかわらけを焼く窯の見学をした。 



ｒ２、１０，３１ 

かわらけの焼き方の説明を聞いた。上手に焼けるか保存会の人たちも心配で、

子どもたちに割れるかもしれないと断りながら、乾燥させたかわらけを窯に入

れる。火の管理は 1 日近く時間がかかるので保護者と保存会会員とで行った。

時間のある子は次回の窯入れの時に焼けるようにねんどでかわらけ作りをした。 

        
ｒ２，１１，１ 

かまからかわらけを取り出す作業をした。各自の作品の様子を確認した。中に

は、割れている作品もあったが、子どもたちの作品は余り割れずにしあがった。  

作品は窯の庫裏に保管し、発表会の時に皆さんの前で披露するため、発表会につ

いて説明をした。時間のある子は次回の窯入れの時に焼けるようにねんどでか

わらけ作りをした。 

ｒ２，１２，６ 

愛宕神社境内で子どもたちは、各自の作品を手にもって参加者の前で発表し

た。作品作りで頑張ったところ、気に入っているところ、楽しかったこと、今度

造るとするとどんなところに工夫がいるかなどを発表した。最後に教室の修了

書と会員証を渡した。 

       

 


